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Ⅰ 実証技術の解説 

 １ 要旨 

    現在、避難指示区域では、放射性物質に汚染された大部分の農耕地において農地除染（表土剥ぎ、客土）が実施され

ている。この際、客土の種類によっては地力低下が懸念されている。また、農地の除染が完了しても本格的な営農再開

までは年数を要することが想定され、営農再開までの保全管理期間中における地力回復が求められている。 

本実証では、排水不良の除染後農地において３品目を栽培したところ、セスバニアの土壌への有機物供給量が最も高

く、地力増進・保全管理作物として適していることが明らかになった。 

 

(1) 実証ほの作付け前の土壌は、水田土壌の改良基準と比べ CEC がやや低いが、他の成分は満たしていた（表１）。 

  (2) 排水不良の除染後水田において、作物の乾物量はセスバニアが最も多く、土壌への炭素・窒素供給量もセスバニア

が多かった（図１-3）。 

(3) 各種作物および雑草をすき込むことにより土壌中の可給態窒素が高まる傾向が見られた（図 4）。 

 

 

 

 ２ 期待される効果 

  (1) 除染後の保全管理期間中に、地力増進作物を導入する際の参考資料となる。   

 

 

 ３ 活用上の留意点  

(1) 供試品種は、セスバニアが「田助」、クロタラリアが「ネマキング」、ソバが「会津のかおり」である。 

(2) この試験は排水性の悪い双葉町沿岸部の除染後農地で実施した結果である。 

 

  



Ⅱ 具体的データ等 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 各作物の地上部乾物量             図 2  各作物の土壌への炭素供給量         

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 各作物の土壌への窒素供給量             図 4  すき込み前後の土壌中可給態窒素 

Ⅲ その他 

 １ 執筆者   齋藤隆 

 ２ 実施期間  平成２８年度  

 ３ 活用した技術のポイント（参考文献・資料等） 

  (1)地力増進作物としての栽培ヒエ,セスバニア,クロタラリア栽培の実証（葛尾村）（平成 25 年度営農再開実証技術情報） 

(2) 除染後農地の地力増進作物による保全管理（飯舘村）（平成 27 年度営農再開実証技術情報） 

(3) 除染後農地の効果的な地力増進・保全管理の実証（南相馬市）（平成 27 年度営農再開実証技術情報） 
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表1　現地実証ほにおける土壌の化学性

pH EC CEC 可給態 T-C T-N

P2O5

(H2O) (mS/cm) (meq/100g) CaO MgO K2O (mg/100g) (%) (%)

6.1±0.15 0.05±0.003 9.0±0.05 195±3.6 35±0.6 17±0.6 24±1.6 1.3±0.2 0.11±0.02

注)双葉町中野の除染後水田。除染（表土剥ぎ＋客土）：平成28年4月完了。

交換性塩基(mg/100g)
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